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一
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
九
日
〈
火
曜
日
)
午
前
十
時

て
館
山
市
役
所
議
場

一
、
出
席
議
員
二
十
七
名

一

番

神

田

守

峰

三

番

網

島

憲

治

五

番

福

原

動

八

番

石

井

自

国

治

一

一

番

林

豊

一

三

番

近

藤

好

雄

一

五

番

一

伊

藤

幸

太

郎

一

七

一

番

黒

川

平

治

一

九

番

石

井

輝

久

二

一

番

吉

田

勇

治

郎

二

四

番

和

'

沼

一

郎

二

六

番

伊

賀

多

朗

二

八

番

安

沢

徳

願

一一
一

O
香

山

口

康

一
、
欠
席
議
員
二
名

一
O
番

宍

戸

寿

て
出
席
説
明
負

市

長

半

津

良

収

入

役

長

谷

川

広

民

生

部

長

鈴

木

教
育
委
員
会

委

員

長

山

口

て
出
席
事
務
局
職
員

武

一一一一一一 一 一一一一一一一一

夫治一

助

役

総

務

部

長

経

済

部

長

教
育
委
員
会

教

育

長
四二九七五二 O 八六四二九七

番番番番番番番番番番番番番

押渡粟松古横石

下賀樽井

.
諜功

礼
四
郎

正

己
一

雄

昭

夫
稔

源
次
郎

武

敏
益

治
昇正

力重

石流

関井山元辺原

安石手藤

西井嵐

番

菊

益

井

敏

安太鈴イ、

木倉

豊博弘澄

回回

庄兵高

司藤尾

徹一豊

事
務
唇
藩
控

書

記

書

記

範

嶋鈴石

敏

夫哲夫

恭

国木井

事

務

局

長

書

記

書

記

一
、
謹
事
日
程

昭
和
訓
五
十
五
年
て
月
二
十
九
日
午
前
十
時
開
議

日
程
第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

日
程
第
二
会
期
の
決
定

議
案
第
一
号

男

館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費

K
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

館
山
市
青
木
町
農
道
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

館
山
市
混
井
農
道
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴
収

条
例
の
制
定

K
つ
い
て

議
案
第
四
号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

(
第
四
号
)

議
案
第
五
号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
圏
民
宿
舎
特
別
会
計

補
正
予
算
(
第
二
号
〉

開

会

午

前

十

時

三

分

間

会

。
議
長
〔
石
井
正
君
)
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
七
名
、
と
れ
よ
h
y
昭
和

五
十
五
年
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
し
、
直
ち

K
本

B
の
会
識
を
開
き

ま
す
。本
臨
時
会
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
K
B

る
出
席
要
求

K
対
し
、

hv
手
元

K
配
品
刊
の
と
h
v
b
出
席
報
.
舎
が
・
あ
h
y
ま
し
た

の
で
御
了
承
顕
い
ま
す
。

-2-

日
程
第
三

議
案
第
三
号

議
案
第
二
号

博作雄道男

. 

ム
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J
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j
j
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3
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4雪
4
1
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3
弱
者
雪
量
113AA語
ヨ

J
3議
4

4司司
1
1
4司
Z
司
4
4
a
4
4
1
1
3
t晶
君

1
ヨ
寸
雪

.

‘

-

・

r

-r
ら

尚

一

e
-
w

p
r
H
J
F一

t
，

unλλ
川
町
九
い
‘

tい

議
員
の
皆
さ
ま

K
は
、
昨
年
中
ひ
と
か
え
念
ら
也
制
御
協
力
を
い
た
だ
き
あ

h
y
が
た
〈
存
じ
ま
す
。

J

下
，

t
s
u・0「
可
叫
恥

v
A

本
年
も
市
政
伸
展
の
た
め
、
よ
ろ
し
〈
御
指
導
栂
支
援
企
鳴
b
必
ず
J
H
i
j

hv
顕
h
・
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
日
急
逮
臨
時
市
議
会
を
招
集
い
え
し
御
寝
撃
吃
や
顕
い
物
取
丸

ま
す
案
件
は
、
一
般
語
集
関
係
三
件
、
補
正
予
算
関
係
二
件
で
あ
b
を
す
。

ま
ず
、
議
案
第
一
号
館
山
市
長
、
助
役
、
紋
入
役
の
鎗
布
及
び
旅
費
花
開
lp;

a

e

$

2

d

u

-

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
h
p
ま
す
一
帯
1
4
3

現
行
の
給
料
等
の
績
は
昭
和
五
十
三
年
六
月
K
改
定
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

後
、
一
一
般
職
職
員
の
給
与
改
定
の
実
施
ま
た
県
下
の
多
J
1
の
地
方
公
共
商
品
滑
b
~

で
特
別
職
の
J

也
知
斜
薄
喝
改
定
、
さ
ら
に
は
消
費
者
物
価
也
上
昇
等
主
韓
合
的
J

吋

〉
に
勘
案
い
た
し
ま
し
て
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
館
山
市
特
尉
験
報
酬
等

G

J

1

 

亡
寸
審
議
会
に
結
割
引
ザ
サ

L
tし
た
と
と
る
、
去
る
一
月
二
十
品
、
口
答
申
舟
持
法
?

し
た
の
で
パ
今
回
帯
鋼
需
の
絵
料
等
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
込
山
川
市
川
治

J
?

。
謹
長
ハ
石
井
正
意
〉
日
程
第
一
一
一
、
議
案
第
一
号
乃
至
議
案
第
五
号
の
各
角
ま
す
。

川止

議
案
を
一
括
し
て
欝
題
と
い
た
し
を
す
・一捻ーれ
l

h

a

d
M
3「一

。
議
長
〈
石
井
正
君
V

が
あ
h
y
を
し
た
。

議
案
並
び
v
h
麗
回
明
書
@
配
付
を
い
た
さ
せ
を
す
。

配
付
捕
れ
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

1
1配
付
漏
れ
恋
し
と
罷
め
を
す
@

本
自
の
議
事
は
お
手
完

K
配
付
の
日
程
漢
に
よ
h
y
行
い
ま
す
。

え
だ
h
宮
市
長
か
ら
議
案
並
び

K
説
明
書
の
送
付

ι
z
'
 

の
指
名

。
韓
長
〈
石
井

す
@

正
君
〉

日
程
第
一
、
会
揖
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
h
-
z

八
番
護
員
石
井
田
暴
君
、
ニ
ニ
養
護
国
豊
富
益
治
君
、
以
上
商
苦
手
-
指
一
%

い
え
し
ま
す
。会

期

決

の

定

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

本
臨
時
会
の
会
期
K
っ
き
議
会
連
営
協
議
会
の
意
見
は
本
自
一
日
と
い
う

と
と
で
あ
h
p
ま
ず
。

hv
稽
h
y
h
え
し
ま
す
。
会
期
を
本
日
一
日
と
定
め
ま
す
と
と
に
御
異
議
あ

夕
食
せ
ん
か
。(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
は
本

a

一
円
"
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議

案

上

程

の

提

案

理

由

の

説

明

A
P
U
u
t
A
Y
U
4
"

‘， 

G
I
E
-
J
L
で

i

一

と
れ
主
・
9
各
車
業
の
提
案
理
由
仙
川
越
胡
吃
求
め
ま

(
市
長
半
揮
良
一
意
畳
岨
a
v

命

・

.

司

t
d
d
b

。
市
長
バ
半
津
良
一
君
)
昭
和
五
十
五
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
適
え
、
市
鶴

会
議
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
栄
え
ゆ
〈
市
の
将
来
を
と
と
ほ
之
市
若
山
寺

市
政
の
伸
展
を
か
祝
い
で
き
を
す
と
と
は
、
私
の
心
か
ら
喜
び
と
す
る
と
と

ろ
で
あ
h
y
ま
す
。

。
議
長
(
石
井

ナ。

正
君
〉

-3-

~';jJ 

1
1
J
ン
一
山
山
・
〉
4
喪

主

以
沢
一
明
波
一
寸
法
一
一
芽
ん
よ
う
と
す
る
聖
堂
御
説
明
い
た
し
ま
す
。
-
ミ



ま
ず
、
第
一
条
は
、
市
長
の
給
料
五
十
二
万
円
を
五
十
五
万
円

K
、
助
役

の
給
料
四
十
三
万
円
を
四
十
六
万
円
に
、
収
入
役
の
給
料
四
十
一
万
円
を
四

十
一
一
一
万
五
千
円
に
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
タ
ま
す
。

第
二
条
の
改
正
は
、
館
山
市
教
育
長
の
絵
料
四
十
万
円
を
四
十
三
万
五
千

円
に
改
正
す
る
と
と
と
、
教
育
長
の
給
料
を
鎗
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の

給
料
の
定
め
方
K
準
じ
た
の
で
諸
手
当
の
支
給
K
つ
い
て
も
同
様
念
基
準
K

改
め
主
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
@

第
三
条
の
改
正
は
、
館
山
市
議
会
議
員
等
の
報
翻
を
議
長
二
十
五
万
円
を

二
十
六
万
五
千
円

K
、
副
議
長
二
十
二
万
円
を
二
十
三
万
五
千
円
に
、
議
員

二
十
万
円
を
二
十
一
万
五
千
円

K
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
。

隊
尉
第
一
環
K
つ
き
ま
し
て
は
、
と
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
一

日
か
ら
適
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
・
9
ま
す
が
、
教
育
長
の
給
与
に
関
す

る
規
定
K
つ
き
ま
し
て
は
、
二
月
一
日
か
ら
施
行
し
主
う
と
す
る
も
の
で
あ

h
p
ま
す
。
第
二
項
K
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で

K
支
払
っ
た
報
醐
及
び
給
料
の

扱
い
を
内
払
い

K
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
。

次
w
h
、
議
案
第
二
号
館
山
市
青
木
町
農
道
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴
収
条

例
@
制
定
及
び
議
案
第
三
号
館
山
市
温
井
農
道
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴
収

条
例
の
制
定
K
つ
い
て
で
あ
h
y
ま
す
が
、
昨
年
十
一
月
末
の
豪
雨
K
よ
タ
被

災
し
た
市
内
山
本
字
青
木
町
地
先
食
道
(
延
長
十
六
・

O
メ
1
ト
晴
、
語
員

二
・
五
メ
ー
ト
ル
)
及
び
市
内
神
余
字
混
井
地
先
長
選
〈
延
長
五
九

0
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
二
・
一
メ
ー
ト
ル
)
を
aR林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国

庫
補
助
の
暫
定
措
置
K
関
す
る
法
律
K
基
づ
〈
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
実
施

す
る
と
と
に
伴
う
受
益
者
負
担

K
つ
い
て
、
分
担
金
徴
収
条
例
を
新
た
に
制

定
し
£
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
を
す
。

ま
ず
、
第
一
条
の
規
定
は
、
災
害
復
旧
事
業
の
受
益
者
負
担
を
地
方
自
治

法
に
基
づ
〈
分
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
と
と

K
関
し
、
必
要
念
事
項
を
定
め

る
と
と
を

8
的
と
す
る
も
の
で
あ
・
9
4
Z
ナ。

第
二
条
の
規
定
は
、
分
担
金
の
総
額

K
つ
い
て
事
業
費
の
総
額
か
ら
圏
、

県
の
補
助
金
の
額
を
除
い
た
額
の
範
囲
内
で
、
市
長
が
定
め
る
旨
の
規
定
で

あ
h
p
を
す
・

第
一
一
一
条
乃
至
第
六
条
の
規
定
は
、
分
担
金
を
負
担
す
べ
き
受
益
者
の
範
囲
、

分
担
金
の
積
算
基
礎
、
納
期
限
、
揖
免
等
K
つ
い
て
定
め
た
規
定
で
る
タ
ま

す。
第
七
条
の
規
定
紋
、
納
期
限
ま
で

K
納
付
さ
れ
念
い
分
担
金
の
督
促
K
関

し
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
花
よ
h
y
定
め
た
も

の
で
あ
タ
ま
す
。

第
八
条
第
一
項
の
規
定
位
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
念
い
分
担
金
の
延

滞
金
に
関
し
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
h
y

定
め
た
も
の
で
あ
h
p
、
利
率
は
市
税
の
取
・
9
扱
い
と
同
じ
で
あ
・
9
ま
す
。

第
八
条
第
二
哀
の
規
定
は
、
延
滞
金
の
披
免
等
K
つ
い
て
の
規
定
で
あ
h
p
、

第
九
条
絃
委
笹
事
項
で
あ
h
y
ま
す
。

術
劇
は
、
施
行
期
日
を
定
め
た
も
の
で
あ
身
、
公
布
の
白
か
ら
鎗
行
し
£

う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
ず
。

次
夜
、
議
案
第
四
号
昭
和
五
十
四
年
度
銀
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
四

号
に
つ
い
て
で
あ
h
y
ま
ナ
が
、
歳
入
歳
出
予
算
と
し
を
し
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
千
二
百
十
九
万
一
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
十
五

億
六
千
λ
百
六
十
三
万
八
千
円

K
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
タ
ま
す
・

と
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て
は
、
衛
生
費
と
し
ま
し
て
昨
年
十
一
月
末
。

豪
雨
K
£
る
ど
み
埋
立
地
土
砂
流
出

K
伴
う
整
地
K
係
る
自
動
車
等
借
土
料

で
百
九
万
八
千
円
、
同
じ
〈
昨
年
十
二
月
末
の
強
風

κよ
h
p
正
木
衛
生
拠
理
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場
の
媛
突

K
亀
裂
が
入
っ
た
た
め
、
と
の
補
強
と
同
時
に
煙
道
の
補
修
等
を

実
施
し
た
い
の
で
と
の
工
事
費
と
し
て
一
千
二
百
二
十
七
万
八
千
円
。

農
林
水
産
業
費
と
し
ま
し
で
は
、
水
田
再
調
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
国

庫
補
助
金
を
財
源
と
し
ま
し
て
農
道
等
補
修
用
と
し
て
グ
レ
ー
ダ
ー
を
、
を

た
、
転
換
水
田
の
測
量
及
び
現
地
確
認
等
の
た
め
自
動
車
を
そ
れ
ぞ
れ
購
入

す
る
た
め
の
関
係
経
費
で
九
百
四
十
一
一
一
万
九
千
舟
。

商
工
費
と
し
ま
し
て
は
、
現
在
建
設
中
の
鳩
山
荘
の
備
品
購
入
費
等
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
国
民
宿
舎
特
別
会
計

K
繰
出
金
と
し
て
五
百
万
円
。

教
育
費
と
し
ま
し
て
は
、
東
京
都
安
房
児
童
学
閣
の
児
童
生
徒
が
那
古
小

学
校
益
び

K
第
一
中
学
校

K
入
学
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

K
係
る
特
別
の
整
備
費
に
つ
い
て
そ
の
一
部
を
東
京
都

K
対
し
て
負
担
方
を

要
請
し
て
診
タ
・
ま
し
た
と
と
る
、
と
の
た
び
、
東
京
都
か
ら
那
古
小
学
校
特

別
教
室
の
整
備
費
と
し
て
五
百
万
円
、
ま
た
、
す
で
に
今
年
度
予
算
で
実
施

済
み
の
第
一
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
費
と
し
て
三
百
万
円
の
負
担
を
す
る
旨
内

示
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

ζ

れ
ら
を
財
源
と
し
ま
し
て
那
古
小
学
校
校
用
器

具
費
と
し
て
五
百
二
十
五
万
七
千
円
。
本
年
四
月
の
第
三
中
学
校
開
校

K
備

え
て
第
二
中
学
役
の
一
部
、
第
四
中
学
校
並
び
に
豊
房
中
学
校
の
備
品
を
同

校
へ
運
搬
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
百
九
万
一
千
円
、
現
在
建
設
中
の
第
三

中
学
校
の
運
動
場
整
備
工
事
費
等
と
し
て
三
千
三
百
六
十
七
万
六
千
円
、
建

設
以
来
九
年
を
経
過
し
た
温
水
プ
ー
ル

K
つ
い
て
、
屋
根
及
び
外
壁
の
腐
食

が
は
念
は
だ
し
〈
強
風

κよ
る
破
損
箇
所
も
あ
・
9
、
早
急
K
補
修
が
あ
要
と

念
h
y
ま
し
た
の
で
、
と
の
経
費
と
し
ま
し
て
八
百
五
十
万
円
。

災
害
復
旧
費
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
十
一
月
末
の
豪
雨
K
よ
り
ま
す
農
業

施
設
の
災
害
復
旧
費
と
し
ま
し
て
、
四
百
七
十
万
六
千
円
の
追
加
補
正
を
か

願
い
す
る
も
の
で
あ
・
9
ま
す
。

c，'・

ζ

の
財
源
と
し
ま
し
て
分
担
金
、
菌
、
県
支
出
金
、
市
僕
等
の
特
定
財
源

で
四
千
六
百
五
十
七
万
一
千
円
、
そ
の
他
を
地
方
交
付
説
等
の
一
般
財
源
を

も
っ
て
充
当
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
の
ほ
か
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
と
し
ま
し
て
、
昨
年
十
月
の
二
十
号

台
風
も
被
害
K
伴
う
被
害
漁
業
者
へ
の
貸
付
金
K
対
す
石
損
失
補
償
並
び

K

二
件
の
地
方
債
補
正
の
追
加
が
あ
タ
ま
ナ
。

次
W

件
、
議
案
第
五
号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別
会
計
補
正

予
算
第
二
号
に
つ
い
て
で
あ
h
y
ま
す
が
、
歳
入
歳
出
予
算
と
し
ま
し
て
、
蔵

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
九
百
四
十
四
万
七
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
五
億
六
百
五
十
二
万
八
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

鳩
山
荘
に
つ
い
て
は
、
現
在
建
築
中
で
あ

b
ま
す
が
、
と
れ
が
完
成
後
、

直
ち

K
営
業
で
き
る
よ
う

K
す
る
た
め
、
建
設
に
伴
っ
て
必
要
老
練
晶
、
設

備
等
の
不
足
分
の
購
入
並
び

K
利
用
客
の
増
加
を
図
る
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
購
入
費
で
二
千
七
百
万
円
を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
と
れ
が
財
源

と
し
ま
し
て
は
、
歳
出
の
不
用
額
、
市
債
の
追
加
分
を
充
て
、
残
-D
五
百
万

円
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
も
っ
て
充
当
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y

ま
ず
。以
上
、
上
程
し
ま
す
各
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由

K
つ
杭
て
御
説
明
白
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
笑
件
も
急
施
を
要
す
る
も
の
で
あ
タ
ま
す
。

何
と
ぞ
慎
重
念
る
御
審
議
を
賜
h
y
ま
す
よ
う
念
願
い
申
し
上
げ
、
提
案
理

由
の
説
明
を
終
b
ま
す
。

。
議
長
(
石
井
正
君
)

質

。
議
長
(
石
井

正
君
)

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
・
9
ま
す
。

疑

応

答

と
れ
主
・
9
各
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
す
@

P
詫
之
乏
fu匂
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ま
ず
、
議
案
第
一
号
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費
K
関

ず
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
を

す。
。
一
八
番
(
流
山
源
次
郎
君
〉
議
案
第
一
号
の
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役

の
給
与
及
び
旅
費
K
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ

い
て
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
当
然
と
の
中

K
は
議
員
の
歳
費
の
値
上
げ
と
い
う

と
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
ま
市
長
か
ら
趣
旨
説
明
が
ど
ざ
い

ま
し
て
、
説
明
も
十
分
わ
か

b
ま
す
が
、
結
局
世
論
と
申
し
ま
す
か
、
地
域

一
般
の
方
か
ら
、
議
員
K
対
す
る
、
非
常
勤
の
給
料
値
上
げ
と
い
う
と
と
K

対
し
て
い
ま
ま
で

K
念
い
反
応
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
状
懇
で
ど
ざ
い
ま
す
。

む
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
も
っ
と
、
市
の
ほ
う
で
議
員
と
し
て
調

査
費
と
か
、
い
ろ
ん
念
そ
う
い
っ
た
と
と
で
必
要
で
あ
る
と
い
う
P

R
が
行

き
届
か
念
い
と
い
う
現
状
K
か
き
ま
し
て
は
、
込
う
少
し
議
員
の
食
費
の
値

上
げ
は
延
ば
す
べ
き
で
は
念
い
か
と
思
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

の
点
K

つ
き
ま
し
て
説
明
を
騒
い
ま
す
。

。
市
長
〈
半
津
良
一
君
)
・
た
だ
い
ま
議
員
さ
ん
方
の
歳
費
に
つ
き
ま
し
て
世

間
の
情
勢
か
ら
考
え
て
延
ば
す
べ
き
だ
と
h
う
御
意
見
の
よ
う
に
承
h
y
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
も
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
現
行
の
耐
給
料
等

は
昭
和
五
十
三
年
六
月
に
改
定
さ
れ
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
え
れ
以
来

一
年
半
を
経
過
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
向
い
ろ
い
ろ
物
価
等
の
値
上
げ
も
ど

ざ
い
ま
し
た
し
、
ま
た
一
般
職
の
給
料
等
の
値
上
げ
も
ど
ざ
い
ま
し
た
が
、

特
に
議
員
の
給
料
K
つ
き
ま
し
て
は
他
地
方
公
共
団
体
、
特
wh
五
万
か
ら
十

万
ぐ
ら
い
の
都
市
K
が
き
ま
す
議
員
さ
ん
の
給
料
等
を
勘
案
い
た
し
ま
し
て
、

や
は

b
と
の
捺
六
克
程
度
の
ア
ッ
プ
を
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
の
で
御
提

案
・
申
し
上
げ
ま
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
一
八
番
(
流
山
源
次
郎
君
〉
説
明
の
趣
旨
は
よ
〈
わ
か
っ
た
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
す
が
、
一
応
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
あ
ま
h
y
κ

も
議
員
の
報
酬

に
対
す
る
一
般
の
認
識
と
い
う
べ
き
も
の
が
な
い
と
い
う
と
と
で
、
一
部
で

ど
ざ
い
ま
す
が
、
織
問
重

K
し
た
い
と
思
う
ん
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
全

協
な
ん
か
で
意
思
の
統
一
を
図
る
か
考
え
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
、

hv
伺
い
い

た
し
ま
す
。

。
議
長
(
石
井
正
君
〉

o
一
八
番
(
流
山
源
次
郎
君
)

ど
う
か
考
え
で
し
ょ
う
か
。

。
市
長
(
半
津
良
一
君
〉
私
の
考
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
他
団
体
等
の

給
与
を
勘
案
を
い
た
し
ま
し
て
、
ア
ァ
プ
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て

b
b
ま
す
け
れ
ど
も
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
が
御
反
対
が
あ
る
な

ら
ば
、
と
の
件
K
つ
き
ま
し
て
再
考
を
い
た
し
て
も
よ
い
と
思
っ
て
h
v
b
ま

す
け
れ
ど
も
、
全
協
等

K
つ
き
ま
し
て
は
、
と
れ
ば
議
長
さ
ん
の
御
判
断
に

hv
任
ぜ
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
二
九
番
〈
{
女
西
益
男
君
)
い
ま
一
八
番
議
長
さ
ん
か
ら
の
御
意
見
も
あ
タ

ま
し
た
ん
で
す
が
、
実
際
時
期
的
に
も
う
ち
Z
っ
と

i
i
一
年
半
と
い
う
と

と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
若
干
時
期
尚
早
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
を
深
め
る
わ

け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
市
民
感
情
も
非
常

K
そ
う
い
っ
た
点
で
は
ま
た
か
と

い
う
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
ち
ら
ほ
ら
聞
い
て
か

b
ま
す
し
、
各
種
団
体
等

か
ら
も
場
合

K
よ
っ
て
は
と
い
う
強
い
意
見
も
開
い
て
h
v
h
y
ま
す
の
で
、

h

ま
少
し
と
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
時
期
を
遅
ら
せ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
ふ
う

に
考
え
ま
す
が
、
合
わ
せ
て
議
迷
が
か
願
い
で
き
れ
ば
そ
と
で
意
見
統
一
と

市
長
K
対
す
る
質
閉
で
す
か
。

い
ま
の
質
問
の
趣
旨
、
市
長
さ
ん
と
し
て
は

-6-

い
う
も
の
を
図
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
ふ
う

K
思
い
ま
す
。

O

一
番
〈
神
田
守
峰
君
)
こ
の
議
員
、
そ
れ
か
ら
市
長
、
助
役
、
収
入
役
さ

;
H
E
l
i
-
-
I
i
i
i
i
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"、

ん
の
給
料
並
び

K
報
酬
の
ア
ッ
プ
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

私
は
は
っ
き
多
言
い
ま
し
て
、
市
民
の
同
意
を
十
分
w
h
得
ら
れ
る
か
と
い
う

と
と

K
つ
い
て
は
、
十
分
市
民
の
同
意
が
得
ら
れ
る
と
い
う
状
祝
で
は
念
い

と
い
う
判
断
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
点
で
、
報
酬
審
の
答
申
で
了
解
を
得
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
わ
け
で

ど
ざ
h
ま
す
が
、
報
酬
審
の
答
申
と
し
て
は
全
員
の
方
の
十
分
念
賛
成
が
得

ら
れ
た
の
か
ど
う
か
。

そ
れ
と
、
ま
た
報
酬
審
以
外
に
市
長
さ
ん
が
と
の
報
酬
の
ア
タ
プ
の
問
題

に
つ
い
て
、
市
民
の
声
K
つ
い
て
十
分
向
意
が
得
ら
れ
る
と
い
う
自
信
が
か

あ
h
g
念
の
か
ど
う
か
。
と
の
点
に
つ
い
て
の
質
問
を
い
た
し
た
い
と
患
い
ま

す。

O

市
長
ハ
半
、
岸
良
}
一
若
)

成
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。

報
酬
審
議
会
の
答
申
が
ど
ざ
い
交
し
て
、
全
員
焚

支
え
、
と
れ
が
古
川
民
の
納
得
を
縛
ら
れ
る
も
の
だ
と
確
信
い
た
し
て

b
b

ま
す
。

。
一
・
丸
番
ハ
石
井
輝
久
君
)
質
疑
で
す
か
ら
、

と
患
い
ま
す
。

御
提
案
の
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の

-
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
号
議
案
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
の
提
案

説
明
で
、
前
四
五
十
三
年
六
月
に
い
ま
の
条
例
が
改
定
さ
れ
た
と
い
う
御
説

明
を
承
h
y
ま
し
た
。
参
考
の
た
め
K
そ
の
前
の
条
例
改
正
、
と
れ
は
年
月
日

を
台
示
し
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ
の
前

は
ど
う
だ
つ
た
か
。
条
例
改
正
二
固
に
遡
及
し
ま
し
て
、
ち
ょ
っ
と
御
鋭
明

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
・

。
総
務
部
長
(
鈴
木
弘
通
震
)

一
、
こ
か
伺
い
い
た
し
た
い

た
だ
い
ま
の
御
質
問
k
h
g
答
え
い
た
し
ま
す
。

前
回
の
改
正
は
、
先
ほ
ど
も
取
申
し
上
げ
ま
し
た
五
十
三
年
六
月
一
日
で
ど

ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
前
の
改
正
弘
五
十
二
年
の
四
月
一
日
で
ど
ざ
い
ま
す
@

そ
の
前
回
は
四
十
九
年
十
月
一
白
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
一
九
番
(
石
井
輝
久
君
〉
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
で
も
、
特
別
職
の
報
酬

で
ど
守
い
ま
ず
か
ら
、
市
長
、
助
設
、
収
入
設
、
と
れ

K
つ
き
ま
し
て
は
る

る
い
は
生
活
給
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
議
員
の
場
合
に
は
通
常
私
ど
も
は
生
活

給
と
は
考
え
て
が
ら
念
い
。
か
と
い
っ
て
、
要
ら
念
い
と
い
う
考
え
方
を
持

っ
て
い
る
も
の
で
は
念
h
ζ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ

E
も
、
報

酬
審
議
会
の
答
申
が
あ
っ
た
と
と
は
た
だ
い
ま
の
説
明
で
よ
〈
わ
か

b
ま
す
。

一
つ
考
え
て
h
f
h
y
ま
す
の
は
、
過
去
の
醤
場
で
の
質
疑
も
ど
ざ
い
を
し
た

が
、
館
山
市
は
一
般
機
の
給
与
で
、
特
に
行
政
職
は
、
県
下
最
高
の
平
均
給

与
十
七
万
七
千
六
宮
内
で
す
か
、
先
般
御
答
弁
い
た
だ
い
て
か
る
、
だ
か
ら

特
別
職
と
直
接
結
び
つ
〈
と
は
思
い
ま
せ
ん
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役
は
直

接
的
念
関
連
が
あ
る
場
合

κは
る
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
非
常
勤
の
特
別

職
の
議
員
は
一
一
般
職
。
人
件
費
と
車
接
的
念
結
び
つ
き
は
念
い
と
患
い
ま
す
。

た
だ
考
え
方
で
は
、
た
だ
い
ま
の
市
長
の
提
案
説
明
の
主
A
J
K
他
の
地
方
公

共
団
体
と
の
関
連
と
か
、
そ
れ
か
ら
消
費
者
物
舗
の
上
昇
と
い
う
と
・
と
も
う

た
っ
て
ど
ざ
い
ま
す
。
と
K
か
〈
わ
ず
か
六
万
弱
の
館
山
市
が
一
一
般
職
の
給

与
で
県
下
の
最
高
で
あ
る
と
い
う
事
実
、
そ
れ
か
ら
人
件
費
を
押
さ
え
て
い

《
方
途
が
い
ま
の
と
と
ろ
新
規
採
用
を
控
え
る
と
か
、
そ
う
い
う
と
と
だ
け

で
、
あ
と
は
年
*
平
均
年
令
が

1
1本
年
三
十
九
歳
、
か
そ
ら

f
来
年
だ
と

四
十
歳
オ
ー
バ
ー
し
ゃ
し
念
い
か
、
少
念
〈
も
再
来
年
に
は
四
十
歳
を
必
ず

オ
ー
バ
ー
し
て
い
き
を
す
。
そ
う
い
っ
た
一
般
職
の
人
件
費
が
県
下
で
最
高

で
あ
る
と
い
う
と
と
等
を
勘
案
す
る
と
き

K
、
務
費
者
物
備
の
上
昇
と
か
、

他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
と
か
は
わ
か

b
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
の
際
は

一7-



E
う
い
う
も
の
か
念
と
い
う
感
を
抱
〈
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
と
ら
の

か
考
え
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

h
v

考
え
を
か
伺
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
慎
重
K
御
検
討
念
さ
っ
て
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役
さ
ん
ア
ッ

プ
と
い
う
と
と
に
提
案
ま
で

K
検
討
を
重
ね
た
と
患
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私

ど
も
議
員
の
ほ
う
に
、
私
ど
も
自
身
の
報
酬
の
引
き
上
げ
で
す
け
れ
ど
も
、

何
か
そ
う
い
っ
た
よ
う
ま
御
説
明
念
い
し
は
検
討
の
中

K
1
1
そ
う
い
っ
た

街
意
向
の
御
説
明
で
も
あ
っ
た
の
か
。
念
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
患
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
と
ら
へ
ん
は
ど
う
だ
つ
た
ん
で
す
か
。
議
会
側
聞
の
意
向
の

打
診
等
を
行
っ
た
と
と
が
あ
る
の
か
、
合
わ
せ
て
か
伺
い
い
た
し
ま
す
。

。
市
長
(
学
津
良
一
君
)
館
山
市
の
一
般
職
の
平
均
給
与
が
是
高
だ
と
い
う

b

詣
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
確
か
に
そ
の
と
b
h
y
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
御
案
内
の
よ
う
に
平
均
年
令
が
高
い
た
め

K
平
均
給
与
の
絶
対
額
が

高
い
と
い
う
と
と
で
、
や
は
h
y
個
々
の
ク

1
ス
に
つ
い
て
、
開
一
年
令
で
問

-
一
年
数
を
勤
務
し
た
他
の
+
仰
の
人
と
比
べ
て
み
た
場
合
に
は
、
決
し
て
高
い

ほ
う
で
は
念
い
・
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
世
間
並
み
の
給
料
だ
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
か
タ
ま
す
。

ま
え
、
市
長
、
助
設
、
'
収
入
役
の
給
与
に
つ
き
ま
し
て
は
、
や
は
・
9
同
一

規
模
の
地
方
公
共
団
体
等
を
勘
案
い
た
し
ま
し
て
決
め
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま

す。
そ
れ
か
ら
、
議
員
さ
ん
の
給
与
K
つ
き
を
し
て
は
、
特
花
正
式

K
は
議
会

の
御
意
向
を
承
b
ま
せ
ん
で
し
た
。
従
来
も
、
五
十
二
年
の
と
き
も
、
五
十

三
年
の
と
き
も
正
式
に
は
承
ら
な
い
で
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
例
K

従
い
ま
し
た
。

。
一
七
番
〈
黒
川
平
治
君
)
た
だ
い
ま
審
議
さ
れ
て
h
v
h
y
ま
す
報
酬
の
ア
ッ

プ
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
常
勤
特
別
職
の
ア
タ
プ
拭
と
れ
は
仕
方

が
念
い
と
思
い
を
す
。
え
だ
議
員
の
報
酬
ア
タ
プ
は
や
は
h
y
市
廷
の
経
済
状

態
か
ら
し
て
ま
だ
少
し
早
い
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
左
気
持
が
い
た
し
ま

す
。
や
は
・
9
で
き
る
念
ら
ば
議
員
拡
と
の
ま
ま
、
常
勤
特
別
職
の
ア
ヲ
プ
は

と
れ
は
仕
方
が
な
h
と
思
い
ま
す
。

以・
4
0

0

議
長
〈
石
井
正
君
〉
他
に
御
質
疑
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

暫
時
休
態
い
え
し
ま
す
@

午

前

十

時

三

十

二

分

休

憩

e

午

後

一

時

二

十

二

分

再

開

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
午
後
の
出
席
議
員
数
二
十
七
名
、
休
愚
前
に
引
き

続
き
会
識
を
開
き
ま
す
。

御
質
疑
あ
b
ま
せ
ん
か
。

l
i御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑

を
終
h
y
ま
す
。

委

付

託

会

員

。
議
長
(
石
井

た
し
ま
す
。

本
案
K
つ
い
て
は
所
管
の
常
任
委
員
会

K
付
託
い

正
君
)

直
ち

K
常
怪
委
員
会
に
か
い
て
審
査
を
い
た
し
を
す
の
で
、
審
査
終
了
す

る
ま
で
暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午

後

一

時

二

十

三

分

休

憩

午

後

一

時

三

十

四

分

再

開

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

。
議
長
〈
石
井

正
君
〉

た
だ
い
ま
よ
・
9
議
案
第
一
号
に
対
す
る
総
務
委
員

正、

-8-



会
k
h
v
け
る
審
査
の
経
過

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
相
松
下
正
己
君
。
御
登
壇
顕
い
ま
す
。

〈
総
務
委
員
会
委
員
長
松
下
正
己
君
登
壇
)

。
総
務
委
員
会
委
員
長
〈
松
下
正
己
君
〉
た
だ
い
ま
総
務
委
員
会

K
付
託
さ

れ
を
し
た
議
案
第
一
号
館
山
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
審
査
の
経
過
を
御
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

本
案
K
つ
き
ま
し
て
は
、
念
hv
慎
重
に
審
査
を
要
す
る
と
の
観
点
か
ら
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
と
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
賜

・9
ま
す
よ
う
か
願
い
申
し
上
げ
、
委
員
長
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
〈
拍
手
)

継
続
審
査

K
つ
い
て

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
の
と
か
り
、
本
案
K
つ
き
を
し
て
は
慎
重
審
査

の
必
要
上
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異

議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
タ
〉

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
決
定
い
え
し

を
し
た
。

hv
諾
h
y
い
た
し
ま
す
。

質

疑

応

答

。
議
長
〈
石
井
正
君
V

と
の
際
会
諮
h
y
い
た
し
を
す
。

議
案
第
二
号
館
山
市
青
木
町
農
道
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制

定
K
つ
い
て
及
び
議
案
第
三
号
鎗
山
市
温
井
農
道
災
害
復
旧
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
は
一
括
し
て
審
議
を
行
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

と
れ

K
御
異
議
あ
h
p
ま
せ
ん
か
・

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す

P
よ
っ
て
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
あ
h
p
ま
せ
ん
か
。

i
t御
質
疑
念
し
と
認

め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
・
9
4
Z
す。

委
員
会
付
託
の
省
略

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
か
諮
タ
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
二
号
及
び
議
案
第
三
号
の
各
議
案
K
つ
い
て
は
委
員
会
付
託
並
び

に
討
論
を
省
略
、
直
ち

κ採
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
h
p
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
p
)

。
議
長
(
石
井
正
君
V

御
異
議
な
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
決
定
い
え
し
?

ま
し
た

o

p
採

決

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
乙
れ
よ
h
y
採
決
い
え
し
ま
す
。

採
決
は
一
括
し
て
行
い
ま
す
。

議
案
第
二
号
及
び
議
案
第
三
号
の
各
議
案
を
原
案
ど
か
h
p
一
可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
タ
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
〉

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
二
号

及
び
議
案
第
三
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
か
・
9
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質

応、

答

疑
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l
A
7
4
r，
p

o
議
長
(
石
井
次
い
で
議
案
第
四
号
昭
和
五
十
四
年
度
鍵
山
市
一
ゃ
っ
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
か
、
検
討
さ
れ
た
と
は
忠
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

eA-一
一
戸
む
二
一

H
i
e
-
v
U
J
句

J
1
7
7
4

般
会
計
補
正
予
算
K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
、
と
時
期
が
遅
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
覚
を
持
つ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

o
二
九
番
〈
安
西
益
男
君
)
若
子
会
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
が
、
ど
そ
う
い
っ
た
点
で
修
理
の
状
況
は
ど
う
い
う
ふ
う
な
と
と
で
、
今
後
の
あ
タ

み
処
理
場
の
煙
突
の
修
理
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
す
で

K
と
の
ど
方
に
つ
い
て
、
銃
骨
あ
た
ク
は
や
は
り
あ
あ
い
っ
た
と
こ
ろ
の
塩
分
、
あ
る

み
処
理
場

K
っ
き
・
ま
し
て
は
延
期
五
年
の
期
間
が
過
ぎ
、
さ
ら
に
を
た
延
期
い
は
湿
皮
と
い
い
ま
す
か
、
一
殺
の
建
物
よ
タ
傷
み
が
早
い
わ
け
で
す
か
ら
、

と
い
う
よ
う
な
段
階
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
何
に
し
て
も
一
時
的
な
修
理
と
い
鉄
骨
を
隠
す
よ
う
左
方
法
で
や
る
の
か
、
修
理
の
や
・
夕
方
K
つ
い
て
。

う
と
と
で
、
次
の
予
定
地
が
は
っ
き
h
y
し
な
い
と
い
う
と
と
で
は
大
変
因
る
そ
の
こ
点
に
つ
い
て
な
向
か
せ
顕
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
予
定
地

K
つ
い
て
は
現
状
で
は
ど
ん
念
ふ
う

K

o
民
生
部
長
(
鈴
木
カ
君
〉
現
在
の
正
木
処
理
場
の
老
朽
化
の
現
状
か
ら

念
っ
て
い
ま
す
か
。
す
で

K
五
年
前
か
ら
予
定
地
と
い
う
と
と
で
相
当
苦
慮
い
え
し
ま
し
て
、
新
し
い
施
設
の
候
補
地
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
目

さ
れ
て
が
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
い
を
も
っ
て
見
込
み
は
つ
か
老
い
も
早
〈
用
地
の
確
保
と
い
う
と
と
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
と
と
で
ど
ざ
い
ま

状
態
K
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
若
干
そ
う
い
っ
た

B
鼻
が
つ
い
て
い
し
て
、
た
だ
い
ま
侯
裕
地
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は
慎
重
K
検
討
を
い
た
し

る
状
態
な
の
か
と
い
う
点
が
非
常
に
重
要

K
な
っ
て
〈
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
で
か
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
候
補
地

K
つ
き
ま
し
て
は
全
域

K
わ
た
り
ま

liElili--i 

1; 

正
君
〉

す。
最
近
、
あ
そ
と
の
現
状
を
見
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
煙
突

も
大
変
亀
裂
が
き
て
む
る
し
、
大
変
危
険
な
状
態
、
さ
ら
K
ま
た
投
降
口
あ

た・
9
も
何
カ
所
か
修
理
し
て
あ
る
と
い
う
と
と
で
、
全
般
的
K
危
険
な
状
態

相
当
然
理
の
上

K
も
さ
ら
に
無
理
を
し
て
使
っ
て
い
る
状
態
で
ど
ざ
い
ま
す

の
で
、
修
理
と
同
時
に
や
は
h
y
予
定
地
を
選
考
す
る
と
い
う
と
と
が
急
務
に

な
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
で
、
現
在
の
状
況
は
す

Z
K
市
長

も
認
識
し
て
い
る
と
思
い
ま
ず
が
、
よ
〈
見
ら
れ
て
次
の
予
定
地
丸
積
極
的

に
対
処
願
い
た
い
、
と
の
よ
う

K
思
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
現
状
k
b

h
て
予
定
地
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
と
と
が
第
一
点
。

そ
れ
か
ら
、
混
水
プ
ー
ル
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
も
非
常
に
鉄
骨
が
ぼ

ろ
ぼ
ろ
と
い
う
と
と
で
大
変
急
務
だ
と
怠
い
ま
す
が
、
一
二
月
い
っ
ぽ
い
休
館

と
い
う
と
と
で
、
時
期
的
K
い
ま
の
時
期
が
よ
か
っ
た
の
か
、
も
っ
と
早
〈

し
て
、
な
か
か
っ
数
カ
所
に
わ
た

b
ま
し
て
検
討
を
重
ね
て
会
る
わ
け
で
ど

ざ
い
ま
す
。
何
と
い
た
し
ま
し
で
も
近
身
用
地
の
確
保

K
つ
い
て
は
さ
ら
に

努
力
を
い
た
す
所
存
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
現
在
の
正
木
処
理
場
の
現
状
か
ら
い
た
し
ま
し
て
、
今
回
煙

突
補
強
工
事
と
い
う
と
と
で
補
正
予
算
を
か
騒
い
し
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
媛
突

K
亀
裂
を
生
一
じ
ま
し
て
、

特
に
上
部

i上
の
ほ
う
か
ら
約
五
メ
ー
ト
ル
下
の
ほ
う

K
大
き
ま
亀
裂
を

生
じ
ま
し
て
、
と
の
ま
受
放
置
す
る
わ
け

K
弘
い
か
な
〈
念
h
y
ま
し
て
、

ζ

の
補
強
工
事
を
が
願
い
ず
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

れ
は
全
面
的
念
補
強

工
事
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
基
礎
の
工
事
、
あ
る
い
は
ま
た
地
上
十
五
メ
ー
ト

ル
以
上
の
約
三
十
メ
ー
ト
ル
の
問
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄
パ
イ
プ
で
煙
突
を
か
ぶ
せ

ま
し
て
、
キ
ャ
ス
タ
ー
で
溶
接
を
い
た
し
ま
し
て
檎
強
い
た
す
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
し
ど
部
分
に
つ
き
ま
し
で
も
修
理
を
要
し
ま
す
の
で
、

-10-
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と
れ
も
合
わ
せ
て
工
事
を
行
う
、
と
う
い
う
予
定
の
も
の
で
す
。

。
教
育
長
〈
安
田
豊
作
君
〉
温
水
プ
i
ル
の
補
修
に
つ
い
て
御
質
問
を
い
た

だ
き
占
草
し
て
あ
b
が
と
A
J
ど
ざ
い
ま
し
た
。

速
か
っ
た
ん
じ
ゃ
念
い
か
と
い
う
台
叱
タ
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う

反
省
も
あ
h
J
ま
す
。
突
は
、
新
年
度
予
算
で
屋
根
と
周
獲
を
や
る
計
画
で
h
g

b
ま
し
た
と
ζ

ろ
が
、
乙
の
間
の
風
で
側
壁
が
落
ち
た
と
い
う
と
と
、
で
、
急

逮
操
h
y
上
げ
て
補
正
で
な
顕
い
し
よ
う
、
と
う
い
う
考
え
方
で
ど
ざ
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
縦
の
柱
や
そ
の
他
に
つ
い
て
は

完
全
で
あ
h
y
ま
す
@
た
だ
横
の
槙
と
い
い
ま
す
か
、
が
、
鉄
で
や
っ
て
あ
る

も
の
が
薄
か
っ
た
た
め
に
腐
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
た
め
に
側
壁
が
落
ち
て

き
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
建
設
課
と
連
絡
を
取
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
見
積

h
p
を
し
て
も
ら
っ
て
、
設
計
も
し
て
も
ら
っ
て
か
・
9
ま
す
が
、
六
百
二
十
二

乎
米
、
一
-
一
回
目
K
念・
9
ま
す
が
、

ζ

れ
で
屋
根
が
新
し
〈
か
わ
る
と
と

K
念

h
y
ま
す
。
そ
れ
と
側
壁
全
部
を
か
え
る
と
い
う
と
と
で
八
百
五
十
万
の
補
正

を
念
願
い
し
た
、
と
う
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

え
だ
、
嵐
が
入
h
y
ま
す
の
で
、
危
険
で
休
ん
で
い
る
と
い
う
と
と
で
ど
ざ

い
安
し
て
、
と
の
修
理
が
で
き
れ
ば
完
全
念
も
の

K
念
る
、
と
う
い
う
ふ
う

に
考
え
て

h
f
bま
す
。

。
二
九
番
〈
安
西
益
男
君
〉
ど
み
処
理
場
で
ど
ざ
い
を
す
け
れ
ど
も
、
当
然

と
れ
は
相
当
事
悼
工
事
で
ど
ざ
い
ま
ず
か
ら
、
何
日
休
み
ま
す
か
。
そ
の
間
の

状
混
は
心
配
は
念
い
の
か
と
い
う
と
と
。
時
期
的
に
二
月
K
入
h
y
ま
ず
か
ら

年
間
を
通
し
て
ど
み
が
少
念
い
時
期
で
は
念
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も

何

g
〈
ら
い
予
定
さ
れ
て
か
h
y
ま
す
か
。

そ
れ
と
、
ど
み
の
埋
立
地
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
っ
た
点
の
克
通
し
は

と
う
い
っ
た
と
と

K
影
響
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
理
立
地
の
確
保
が
で

き
る
の
か
。
そ
う
い
う
と
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
温
水
プ
ー
ル
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
回

b
を
囲
う

と
い
う
だ
け
か
。
あ
る
い
は
鉄
骨
が
ぼ
ろ
ぼ
る
に
な
っ
て
か

b
ま
す
か
ら
、

も
っ
と
強
い
も
の
も
考
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
そ
う
い
う
点
も
う
ち
ょ
っ

と
突
切
込
ん
で
工
事
の
や
夕
方
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。
。
民
生
部
長
(
鈴
木
力
君
〉
正
木
処
理
場
の
煙
突
補
強
工
事
、
念
会
合
わ

‘
せ
ま
し
て
媛
道
補
修
工
事
を
行
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
煙
突
の
補
強
工

事
K
つ
き
ま
し
て
は
約
四
十
五
日
間
工
期
が
か
か
h
y
ま
す
。
と
う
い
う
と
と

で
ど
ざ
い
ま
す
。
複
道
補
修
工
事
K
つ
き
を
し
て
は
と
の
間
会

b
せ
ま
し
て

実
施
を
い
た
す
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
聞
は
、
ど
み
の
艶
却
処
理
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
煙
突
の
補
修

工
事
K
つ
き
ま
し
て
は
一
日
休
止
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
、
な
台
優
遇
K
つ
き
ま

し
て
は
五
日
間
程
度
休
止
を
い
た
せ
ば
よ
ろ
し
い
、
と
う
い
う
と
と
で
ど
ざ

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
現
在
捜
却
し
き
れ
念
い
ど
み

K
つ
き
ま
し
て
は
、
神
戸
の
犬

石
地
区
の
皆
さ
ま
方
の
御
理
解
、
御
協
力
を
得
ま
し
て
、
そ
と
へ
埋
め
立
て

を
行
っ
て
hv
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

ζ

K

つ
き
ま
し
て
は
ほ
ぼ
い
っ

ぱ
い

K
念
h
y
ま
し
て
、
新
た
念
埋
め
立
て
地
の
確
保
K
つ
事
暗
ま
し
て
検
討
し

て
き
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
幸
い

K
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
の

と
と
ろ
隻
房
、
神
余
地
区
に
地
権
者
の
方
h

の
非
常
に
大
き
念
御
濃
毎
府
、
御

協
力
を
賜
る
と
と
が
で
き
る
見
通
し
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
に
関
連
い
た

し
ま
し
て
周
辺
の
さ
ら

K
取
付
道
路
の
用
地
の
所
有
者
の
方
h

と
屯
話
を
し

て
か
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
回
明
る
い
見
通
し
で
ど

ざ
い
ま
し
て
、
正
式

K
獲
め
立
て
地
と
し
て
h
g

借
h
y
で
き
る
、

ζ

う
い
う
ふ

ー11-



川リ一

H
i
l
l
i
-
-
J

う
K
予
定
を
し
て
い
る
状
態
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
教
育
長
(
安
図
豊
作
君
)
さ
っ
き
，
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
K
、
縦
の
柱
K

つ
い
て
は
ず
い
き
の
と
と
る
完
全
一
で
あ
る
し
、
た
だ
し
、
あ
れ
を
コ
ン
ク
リ
で

ま
〈
と
か
と
い
う
工
事
は
大
変
む
ず
か
し
い
工
事
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ

の
ま
念
w
h
念
る
と
患
い
ま
す
。
横
の
鵠
拡
新
し
〈
取
b
か
え
安
ナ
。
内
壁
は

新
し
〈
つ
め
直
す
と
と
で
、
外
壁
は
全
部
新
し
〈
取
h
p
か
え
る
。
と
う
い
う

工
事
の
計
画
を
し
て
か

b
ま
す
。

。
二
九
番
(
安
西
益
男
君
)
わ
か

b
ま
し
た
。

一
点
、
特
K
市
長
さ
ん
k
h
v
顕
い
し
た
い
わ
け
で
す
が
、
先
ほ
ど
申
し
上

げ
ま
し
た
よ
う
K
、
新
し
い
ど
み
の
処
理
場
、

ζ

れ
は
市
長
就
任
と
同
時
w
h

大
き
な
問
題
だ
と
い
う
と
と
で
大
変
関
心
が
持
た
れ
て
き
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
が
、
ナ
で

K
五
年
も
過
ぎ
、
ま
た
新
た

K
延
期
と
い
う
設
階
で
ど
ざ
い

ま
す
の
で
、
ひ
と
っ
こ
の
点
は
積
極
的
に
。
さ
ら
に
ま
た
、
い
ま
媛
突
を
直

し
て
も
金
紋
的
に
ま
い
っ
て
き
て
か
h
y
ま
ず
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
積
極
的

衣
姿
勢
で
も
っ
て
新
し
い
処
理
場
の
敷
地
を
調
検
討
顕
い
た
い
。

ζ

の
点
を

強
〈
要
望
し
て
終
h
y
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
二
二
番
ト
世
穂
留
益
治
活
〉
一
点
台
伺
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
費
中
w
h
、
一
二
中
の
開
設
に
伴
い
ま
し
て
、
ニ
中
の
一
部
、
あ
る
い
は

田
中
、
叢
房
等
の
備
ロ
聞
を
選
搬
す
る
と
い
う
ふ
つ

K
説
明
資
料
等
K
記
載
さ

れ
て
か

b
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
左
内
容
で
、
ど
ん
念
方
法
で
選
嗣
叙
さ
れ
る
か

争
開
か
ぜ
顕
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
教
育
長
(
{
女
図
豊
作
君
)
一
ニ
中

K
運
ん
で
使
え
る
も
の
と
い
う
の
は
、
第

一
番
K
子
供
の
杭
は
全
部
道
ぶ
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
特
別
教
室

の
机

K
つ
い
て
は
、
一
部
一
戸
だ
衣
類
等
が
運
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
教
・

材
類
が
い
ろ
い
ろ
細
か
い
も
の
ま
で
遺
ば
れ
る
。
と
う
い
う
と
と

K
念
ろ
う

;. 

か
と
思
い
ま
す
。

ζ
ζ
k
h
v
願
い
し
た
百
九
万
一
千
円
は
、
そ
れ
を
漣
幽
寂
す
る
ト
ラ
ヅ
タ
の

運
賃
と
、
選
び
出
し
、
あ
る
い
捻
運
び
入
れ
る
た
め
の
人
夫
賃
を
計
算
し
て

ど
ざ
い
ま
す
。

。
二
二
番
目
(
藤
田
益
治
君
〉
か
が
む
ね
方
法
等
わ
か

b
ま
し
た
が
、
時
期
的

に
は
当
然
四
月
か
ら
開
佼
K
な
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
が
、
各
枝
が
か
そ
ら
〈
、

スク・
γ
ュ

1
ル
的
K
は
、
ニ
中
が
幾
臼
と
か
、
る
る
い
は
四
中
、
豊
房
と
区

分
け
し
て
や
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
一
中
の
移
転
等
の
場
合
、

旧
校
舎
か
ら
新
校
舎
に
、

hv
そ
ら
〈
あ
の
時
点
で
は
子
供
が
自
分
。
岨
怖
を
、

距
離
的
K
近
い
と
い
う
と
と
で
、
交
通
の
緩
和
を
見
ま
し
て
逮
徹
さ
れ
た
と

思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
方
法
で
い
〈
の
か
、
あ
る
い
は
子
供
。
机
を
i
i
b

そ
ら
〈
回
中
K
し
ろ
、
長
房
K
し
ろ
遠
方
で
あ
る
と
い
ラ
面
で
、
そ
の
方
法

は
全
部
子
供
の
机
は
交
通
事
故
等
を
勘
案
さ
れ
て
寧
で
遼
搬
さ
れ
る
も
の
か

ど
う
か
会
聞
か
せ
顕
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
教
育
長
(
安
田
豊
作
君
)
御
心
配
い
た
だ
い
て
あ
タ
が
と
う
ど
ざ
い
ま
す
。

運
織
の
方
法
と
し
て
問
題
点
は
、
一
つ
は
い
ま
御
指
摘
の
よ
う
舵
距
離
が

遠
い
と
い
う
と
と
、
そ
れ
か
ら
第
二
点
が
三
中
へ
集
ま
る
生
徒
が
ニ
中
と
そ

れ
か
ら
回
中
か
ら
来
る
寄
せ
集
め
と
い
い
ま
す
か
、
ま
だ
統
制
下
K
老
い
子

供
た
ち
で
ど
ざ
い
注
す
。
そ
う
い
う
問
題
が
あ
h
y
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

率
で
運
搬
し
た
い
と
い
う
主
う
念
と
と
で
遥
織
の
経
費
を
予
算
化
し
て
い
た

だ
い
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
が
巌
い
し

て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
二
二
番
(
藤
庖
益
治
君
)

た
し
か
一
中
の
移
転
時
の
場
合

K
は
、
た
ま
た
ま
自
衛
障
の
群
司
令
で
す

か
、
等
の
会
話
の
中
で
、
会
そ
ら
〈
要
請
が
あ
れ
ば
逮
鍛
に
協
力
し
て
も
や

よ
〈
わ
か
・
9
ま
し
た
e

s 
' 
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可

4
1
7
1
i
i

、p

ぶ
さ
か
じ
ゃ
老
い
と
い
う
と
と
で
、
自
衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
あ
た
h
y
の
要
請
を

仰
い
だ
や

K
灰
晴
晴
し
て
か
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
点
も
含
め
ま
し

て
万
全
を
期
し
て
移
転
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
を
要
望
い
た

し
ま
し
て
終
h
y
ま
す
。

。
一
一
番
〈
林
豊
君
)
一
一
ペ
ー
ジ
の
農
林
水
産
業
費
で
ど
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
総
務
費
と
そ
れ
か
ら
振
興
費
で
合
わ
せ
て
九
百
四
十
万
円
と
い
う

が
金
を
使
っ
て
、
説
明
書
を
見
ま
す
と
、
水
田
利
用
再
編
対
策
の
た
め

K
農

道
補
修
用
と
し
て
グ
レ
ー
ダ
ー
を
噛
購
入
す
る
ん
だ
、
も
う
一
つ
は
再
編
対
策

の
推
進
を
図
る
た
め

κ、
測
量
及
び
現
地
確
認
の
た
め
に
ラ
イ
ト
バ
ン
と
軽

ラ
イ
+
パ
ン
を
貿
ぅ
、
と
う
い
う
ふ
う
念
と
と
を
う
た
っ
て
か
h
y
ま
す
。

推
進
を
す
る
た
め
に
、

ζ

う
い
う
確
認
で
あ
る
と
か
、
グ
レ
ー
ダ
ー
を
h
v

買
い

K
念
っ
て
食
道
を
補
修
す
る
と
い
う
と
と
も
結
構
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
い
ま
館
山
市
の
大
部
分
の
水
図
と
い
う
も
の
は
、
毎
年
の
よ
う

K
基

鍍
整
備
事
業
を
逐
次
実
施
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
近
の
例
で
は
四
十
六
年
か

ら
も
う
す
で
に
八
年
間
に
わ
た
っ
て
延
均
と
し
て
工
事
は
続
い
て
診
る
わ
け

で
あ
h
y
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
と
の
基
盤
整
備
事
業
と
い
う
も
の
は
関
連
対
策
も

か
ね
て
や
っ
て
〈
だ
さ
る
と
い
う
と
と
で
、
一
応
計
画
の
中

K
は
載
つ
で
あ

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
工
事
が
発

注
を
さ
れ
て

E
ん
ど
ん
工
事
が
進
ん
で
い
〈
と
い
う
中
で
、
な
か
な
か
水
田

の
乾
田
化
と
い
う
も
の
が
図
れ
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
ど
ざ
い
ま
サ
。

す
で
に
一
次
利
用
の
指
定
を
受
け
て
、
自
分
の
回
で
使
用
し
て
い
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
四
十
六
年
あ
た
り

K
ゃ
っ
た
回
は
い
ま
だ
に
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
ま
で
は
休
耕
と
い
う
制
度
が
ど
ざ
い
を
し

て
、
休
ん
で
い
れ
ば
金
を
も
ら
え
る
ん
だ
と
い
う
と
と
で
、
政
府
が
金
を
〈

れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
実
擦
に
転
換
水
砲
の
測
量
だ
と
か
現
地
確
認
と
い
う

、
、._t'

ふ
う
な
も
の
は
あ
ま
h
y
厳
正

K
行
わ
れ
て
い
念
い
。

と
う
い
う
ふ
う
に
私
は
判
断
す
る
わ
け
で
す
が
、
と
う
い
う
問
題

K
つ
い

て
、
も
う
少
し
古
川
が
実
際
に
農
民
の
た
め
に
転
換
し
た
水
田
が
利
用
さ
れ
て

い
る
か
、
ど
う
し
た
ら
高
度

K
利
用
で
き
る
か
と
い
う
よ
う
な
と
と
を
か
考

え
K
な
っ
た
と
と
が
あ
る
か
。
そ
の
た
め

K
グ
レ
ー
ダ
ー
を
か
寅
い
に
な
っ

た
と
い
う
と
と
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
ほ
か

K
水
田
を
乾
田
化
す
る
よ
う
な

機
具
も
買
っ
て
与
え
る
べ
き
で
は
念
い
か
。
あ
る
い
は
ま
た
泉
の
耕
地
課
と

の
か
入
渉
を
さ
ら
に
進
め
て
、
ぞ
う
し
て
念
る
べ
〈
寧
〈
乾
田
化
を
し
て
も
ら

い
、
そ
う
し
て
水
田
の
再
編
成
を
し
て
い
た
だ
〈
と
い
う
よ
う
な
と
と
を
か

考
え

K
念
っ
た
と
と
が
あ
る
か
が
尋
ね
い
え
し
ま
す
。

。
経
済
部
長
〈
太
国
博
雄
君
)
た
だ
い
ま
グ
レ
ー
ダ
ー
等
の
件
の
か
話
で
ど

ざ
い
ま
す
が
、
グ
レ
ー
ダ
ー

K
つ
き
ま
し
て
は
現
在
建
設
課
に
一
台
あ
る
わ

け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
は
四
十
二
年
に
購
入
い
た
し
ま
し
た
も

"';'13-

の
で
、
当
時
二
十
五
馬
力
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
在

W
仏軍

b-ま
し
て
は
そ
の
五
分
の
一
の
カ
し
か
老
い
よ
う
左
グ
レ
ー
ダ
ー
で
ど

ざ
い
ま
す
。
所
管
は
建
設
課
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
過
去
w
h
h
g

き
ま
し

て
も
使
用
で
き
る
範
囲
で
、
能
力
の
中
で
、
農
地
あ
る
い
は
学
校
整
地
、
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
か
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
ま
た
ま
耐
周
年

数
、
あ
る
い
は
部
品
の
調
達
も
困
難
な
状
態
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
し
て
、
今
回
と
れ
を
購
入
す
る
計
画
を
立
て
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
動
車
の
関
係
に
つ
き
ま
し
で
も
、
も
っ
と
的
確
を
確
認
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
端
と
い
た

し
を
し
て
、
い
ま
ま
で
自
動
車
が
念
〈
て
い
ろ
い
ろ
困
難
を
き
た
し
た
中
で
、

今
回
二
台
を
購
入
い
た
し
ま
し
て
、
さ
ら

K
御
指
摘
の
ど
ざ
い
ま
し
た
よ
う

念
調
査
を
厳
密
に
し
て
ま
い

b
た
い
と
思
つ
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。



他
の
機
具
を
買
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

A
M
で
や
れ
る
と
い
う
よ
う
念
と
と
も
あ
る
や

K
聞
い
て

h
v
bま
す
。

と
れ
は
ま
た
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

e

そ
う
い
う
よ
う
念
と
と
で
、
念
る
べ
〈
水
田
の
一
得
轟
を
厳
正

K
行
う
か
ら

耕
地
諜
と
の
協
力
の
点
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
ま
た
協
議
を
に
は
そ
れ
だ
け
指
導
を
し
て
や
ら
念
け
れ
ば
念
ら
め
と
い
う
ふ
う

K
考
え
ま

も
ち
ま
し
て
、
私
た
ち
も
参
h
y
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
今
後
と
も
話
し
合
い
を
す
の
で
、
そ
の
へ
ん
の
御
研
究
を
b
顕
い
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
念
ら
治

も
っ
て
、
さ
ら
に
よ
い
方
向
へ
も
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
な
h
p
ま
す
。
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
の
食
家
が
グ
レ
ー
ダ
ー
を
剰

。
一
一
番
〈
林
農
君
)
御
趣
旨
主
〈
御
理
解
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
ど
用
す
る
場
合
の
手
続
き
だ
と
か
、
科
金
だ
と
か
、
ど
ん
な
と
き

K
貸
し
て
〈

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
、
私
個
人
の
意
見
で
恐
縮
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
と
と
を
か
聞
か
せ
煩
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
の
グ
レ
ー
ダ
ー
を
使
う
場
合

K
有
料
で
や
る
の
か
、
無
料
で
や
れ
る
の
か
。
。
経
済
部
長
〈
太
田
博
雄
君
〉
)
グ

ν
I
M
'
I
の
使
用
料
に
つ
い
て
で
ど
ざ
い

ま
た
、
農
家
が
そ
う
い
う
も
の
を
、
実
際
水
図
利
用
の
再
編
成

K
有
効

K
使
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
ま
で
ど
ざ
い
ま
し
た
と
か
夕
、
原
則
と
し
て
は
料
金

う
と
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
も
し
そ
う
い
う
ふ
う
念
も
の
が
あ
っ
た
ら

手
続
き
は
ど
ん
念
ふ
う
K
念
さ
る
つ
も
h
y
で
あ
る
か
ど
う
か
。
と
う
い
う
よ

う
念
細
か
い
計
画
も
が
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、

ζ

れ
は
私
見
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
暗
渠
排
水
を
や
ら

念
い
と
い
う
と
、
全
然
水
留
は
乾
田
化
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
う
す
で
に
、
四

十
六
年
あ
た
・
9
K
基
盤
整
備
を
実
施
し
た
も
の
は
暗
暗
渠
排
水
が
で
き
て
念
け

れ
ば
念
ら
ぬ
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

K
次
か

ら
次
へ
と
新
し
い
工
事
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
も
の
は

置
き
ざ

b
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
え
だ
毘
ん
ぼ
が
で
き
て
、
あ
ぜ
が
で
き
て
、

平
ら
念
も
の

K
念
っ
た
か
ら
い
い
や
と
い
う
ζ

と
で
、
放
置
さ
れ
ま
い
る
の

が
現
在
の
実
情
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
私
は
、
あ
る
い
は
応
急
の
措
置
と
し
て
、
と
と
し
も

が
そ
ら
〈
二
八
克
と
い
う
よ
う
な
大
量
の
稲
作
の
減
反
を
し
一
な
け
れ
ば
念
ら

ぬ
と
い
う
よ
う
念
事
襲
が
起
と
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
早
急
K
乾
田

化
す
る
主
首
J

念
機
具
が
で
き
な
い
も
の
か
。
開
〈
と
と
ろ
に
よ
・
9
ま
す
と
、

得
丸
臨
暗
渠
排
水
掘
削
機
と
い
う
よ
う
左
も
の
が
あ
っ
て
、
農
家
紋
簡
単

K
自

を
取
ら
な
い
と
い
う
と
と
で
考
え
て

b
bま
す
。

ま
え
、
場
所
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
と
き
の
状
況
に
応
じ
ま
し
て
検

討
い
た
し
た
い
と
患
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

さ
ら

K
、
乾
田
化
の
機
械

K
つ
き
ま
し
て
は
、
い
を
か
話
が
ど
ざ
い
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
私
の
ほ
う
も
ち
ょ
っ
と
研
究
不
足
で
ご
ざ
い
を
す
の
で
、
早

速
検
討

K
入
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
っ
て
か

b
ま
す
。

。
一
一
番
〈
林
隻
怠
)

h

n

ま
の
当
局
の
御
理
解
結
構
で
ど
ざ
い
ま
す
。

金
環
民
が
だ
ん
だ
ん
自
分
の
水
田
の
利
用
を
狭
め
ら
れ
る
と
い
う
の
が
実
情

で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
再
編
成
を
し
、
転
換
し
て
も
困
ら
な
い
よ
う
念
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ぞ
れ

K
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
機
具
等
も
十
分

K
見

て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
を
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
質
問
を
終

-14-

-9-ま
す
。

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
i御
質
疑
な

し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
を
終
h
y
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略



f 守

、..s

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉

hv
諮・
9
い
た
し
ま
す
。

本
案
K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
省
略
、
車
ち
に
採
決
す
る

と
と

K
御
異
議
あ
タ
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

。
議
長
(
石
井
正
君
)
と
れ
よ

b
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
か
h
y
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
タ
〉

。
議
長
(
石
井
正
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案

の
と

h
g
b可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
五
号
昭
和
五
十
四
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別
会
計
補

正
予
算

K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

i
i銅
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
質

疑
を
終
り
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

。
議
長
(
石
井
正
君
)
か
諮
h
y
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び
に
討
論
省
略
、
直
ち

K
採
決
す
る

と
と

K
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
御
異
議
-
な
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

i

i

J

V

 

O

議
長
(
石
井
正
君
)
と
れ
よ
h
y
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
の
と
か
h
y
可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
・
9
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
ま
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

。
議
長
(
石
井
正
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
業
は
原
案

の
と
か
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

閉

会

午
後
二
時
六
分
間
会

正
君
〉

以
上
で
本
臨
時
会

K
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
議
了

。
議
長
(
石
井

さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
と
れ

K
て
第
一
一
回
市
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
え
し
ま
す
。

。
本
日
の
会
議

K
付
し
た
事
件

て
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

て
会
期
の
決
定

一
、
議
案
第
一
号
乃
至
議
案
第
五
号

....15-

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

K
よ
h
y
署
名
す
る
。

館
山
市
議
会
議
長

館
山
市
議
会
議
員

館
山
市
議
会
費
員

ιy、

イ
ゎ
N
マ
カ
勾
f
d
m
w
糾
M
U

F
次

c
ふ

L 

分与
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